
第２３回 高校生ものづくりコンテスト鹿児島県大会

測量部門 課題（雨天時）

課題

「八角形閉合トラバースの計算」

競技人数

1チーム ３名

競技時間

制限時間40分以内

条件

（１）使用器械器具等

①関数電卓・・・・・・・・・・・・３台

②筆記用具等・・・・・・・・・・・必要数

（２）トラバースの形状

８角形とする。

（３）競技方法

【内 業】

①競技委員長の開始の合図によって始まり，トラバース計算書を３人が各自で計算し完成させる

②測角誤差の調整はまず各測点に均等に配分し，余った分は角度（測定）の大きい測点から順に配分する。

なお，最後に配分する際に同じ角度（測定）があった場合には，計算書で上方の測点に配分する。トラ

バース計算の調整量は，誤差があった場合には必ずコンパス法を用い，合緯距，合経距の計算は点Ａを

原点として行う。

③計算終了後，野帳データ，トラバース計算書をすべて記入の上そろえて裏返し挙手した時点で競技委員

が計測を止める。

【内業の注意】

①全選手が実習服で，一斉に開始する。

②内業室での私語は不可とする。また，指定された場所に着席し，席の移動は不可とする。

③関数電卓またはポケットコンピュータを，１人１台とする。ただし，予備機は競技中，審判員に預ける

こと。

④関数電卓の代わりにポケットコンピュータの使用を可とする。ただし，関数電卓，ポケットコンピュー

タのいずれの使用においても競技委員の指示により，競技委員の前でオールリセットを行う。また，関

数電卓，ポケットコンピュータの使用は内業時のみとし，内業計算途中のプログラミングは不可とする。

⑤計算後の記入は，求められるすべての欄に誰が見ても読みとることができる数字で正確に記入する。

⑥１度終了して裏返した用紙については，再び表に返すことは不可とする。

⑦それぞれの計算終了時の計測時間を各個人の内業タイムとし，３人の合計を６０点満点とする。

⑧各選手が時計（ストップウォッチ）の使用は認めるが，正式な競技時間は審判員の計測とする。

⑨他の選手が計算書作成している間は，会場から退出することはできない。

⑩不正行為が発覚した場合は，審議の上で失格とする場合がある。



【全般にかかわる注意事項】

①競技および競技時間について

内業40分以内（40分00秒まで可）とし，これを超えると失格とする。

②事前説明会について

選手の出席がない場合，失格とする。

③指定した場所以外には立ち入らないこと。

④選手，引率教諭等は，大会実行委員会の指示に従うものとする。

⑤トラバース計算書は参考資料（記入例）に準じ，計算書は誰でも読める数字・文字・記号を用いて記入

すること。また，訂正の方法は別途指示する。不鮮明な箇所は審査の対象となる場合がある。

⑥競技委員の注意を再三受けるチームは審査員が協議のうえ，失格とする場合がある。

⑦選手が競技会場内へ携帯電話、スマートフォン等の無線通信機器類を持ち込むことは不可とする。

⑧採点某準は，次のような観点で割振り，合計４５０点満点とする。

採点基準１：内業の時間による配点

採点基準２：内業の取組による配点（データ整理、計算の確認）

⑨順位は、内業の採点（４５０点満点）を行い，内業の競技において技術上の問題や不正な行為がなかっ

たかを慎重に審査したうえで決定する。

※審査内容により，順位が変更する場合もある。

※同点の場合は ①内業の合計時間 ②チーム内での最速時間の順に順位付けを行う。



【採点基準表１】

採点項目 評価の観点 時 間／人 配 点／人 項目合計点

１５分 未満 ２０

１５分～１６分未満 １８

１６分～１７分未満 １６

１７分～１８分未満 １４

１８分～１９分未満 １２

１９分～２０分未満 １１

与えられた課題 ２０分～２１分未満 １０

に対し，すみや ２１分～２２分未満 ９ 合計６０

内 業 かに計算結果を ２２分～２３分未満 ８

まとめあげる事 ２３分～２４分未満 ７

ができるか。 ２４分～２５分未満 ６

２５分～２６分未満 ５

２６分～２７分未満 ４

２７分～２８分未満 ３

２８分～２９分未満 ２

２９分～３０分未満 １

３０分 以上 ０

例）計算時間「２０分５９秒」の場合，得点１０点とし，「２１分００秒」の場合は，得点９点とする。

【採点基準表２】

採点項目 評価の観点 採点箇所 配点 項目最大点

観測角

測定角度

平均角 １（計９）

調整量 １（計９）

調整角 １（計９）

方位角 １（計８）

観測距離

計算書は誰が見 平均距離 １（計９）

トラバース計算
ても読める数字

計算書
緯距Ｌ １（計９）

合計１３０／人
で正確に記入さ 経距Ｄ １（計９）

れているか。 調整量 緯距 １（計９）

調整量 経距 １（計９）

調整緯距 １（計９）

調整経距 １（計９）

合緯距 １（計７）

合経距 １（計７）

閉合誤差 ４

閉合比 ４

※１．計算式は記入例のようにコンパス法を用いて計算を行うこととする。

※２．計算書が全て記入されていれば，＋１０点（観測角，測定角度，観測距離を含む）

ただし，ΣＬ・ΣＤが０．０００の場合は誤差の調整が必要ないので調整量の計算配点が加算される。



令和６年度 高校生ものづくりコンテスト鹿児島県大会 測量部門

雨天時内業競技課題（例）

１ 観測結果

測点 望遠鏡 視準点 観測角 観測距離（ｍ）

Ａ 正 北 ０°００′００″

Ｂ ８５°３９′４０″

正 Ｈ ０°００′００″ ８．５６３

Ａ Ｂ １０１°４５′２０″ １３．６３１

反 Ｂ ２８１°４５′３０″ １３．６２９

Ｈ １８０°００′１０″ ８．５６４

正 Ａ ０°００′００″ １３．６２９

Ｂ Ｃ ２１１°４８′２０″ ９．０４８

反 Ｃ ３１°４８′４０″ ９．０４９

Ａ １８０°００′２０″ １３．６３１

正 Ｂ ０°００′００″ ９．０４７

Ｃ Ｄ １５４°０４′４０″ １１．２１６

反 Ｄ ３３４°０４′４０″ １１．２１６

Ｂ １８０°００′００″ ９．０４８

正 Ｃ ０°００′００″ １１．２１６

Ｄ Ｅ ３２°５７′２０″ １６．６８８

反 Ｅ ２１２°５７′３０″ １６．６８８

Ｃ １８０°００′１０″ １１．２１８

正 Ｄ ０°００′００″ １６．６８７

Ｅ Ｆ １２４°０７′００″ ９．３６１

反 Ｆ ３０４°０７′１０″ ９．３６１

Ｄ １８０°００′１０″ １６．６８９

正 Ｅ ０°００′００″ ９．３５９

Ｆ Ｇ ２４３°３５′００″ １３．８４３

反 Ｇ ６３°３５′２０″ １３．８４３

Ｅ １８０°００′２０″ ９．３５９

正 Ｆ ０°００′００″ １３．８４４

Ｇ Ｈ ８１°５９′４０″ ４．４２５

反 Ｈ ２６１°５９′４０″ ４．４２４

Ｆ １８０°００′0０″ １３．８４３

正 Ｇ ０°００′００″ ４．４２６

Ｈ Ａ １２９°４２′４０″ ８．５６４

反 Ａ ３０９°４２′５０″ ８．５６４

Ｇ １８０°００′１０″ ４．４２５










